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【研究要旨】 

Fuchs 角膜内皮ジストロフィは内皮面に不正を生じる滴状角膜(Guttae)という特徴

的所見から初期は診断され、進行すると内皮細胞数の減少をきたし、水疱性角膜症に伴

う角膜混濁により視力は手動弁ないし光覚弁にまで低下する。しかし、これらの所見は

定性的な評価に基づくものであり、客観的な指標を欠くものである。そこで、当科にお

いて、新たな機能的な評価である前方散乱の程度を測定し、これと従来の指標とを比較

評価し、本研究の目的である診断基準に組み入れるための前検討を行った。軽度の

Fuchs ジストロフィにおいても Guttae の増加により前方散乱も含めた視機能は有意に

障害されており、Guttae 面積、前方散乱の定量化は軽症 FECD 眼における治療適応の判

断に有用と考えられる。 

 

A. 研究目的 

Fuchs 角膜内皮ジストロフィは遺伝性両

眼性の角膜疾患であり、欧米においては 5%

ほどの罹病率をもつ重要な疾患である。内

皮面に不正を生じる滴状角膜(Guttae)とい

う特徴的所見から初期は診断され、進行す

ると内皮細胞数の減少をきたし、水疱性角

膜症に伴う角膜混濁により視力は手動弁な
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いし光覚弁にまで低下する。現在のところ

Fuchs 角膜内皮ジストロフィの原因遺伝子

は複数同定されているが、その詳しい病態

は理解されていない。また、角膜内皮の機

能をヒト生体において測定することはきわ

めて難しく、診断は Guttae の存在や水疱性

角膜症への進行によって判断され、本邦で

も欧米でも明確な診断基準が定まっていな

い。 

しかし、これらの所見は定性的な評価に基

づくものであり、客観的な指標を欠くもの

である。また、上述のとおり疾患の表現型

を表したものではあるが、角膜内皮、角膜

の機能を反映しておらず、実際の重症度を

どの程度反映できるかどうかは疑問である。

そこで、当科において、新たな機能的な評

価である前方散乱の程度を測定し、これと

従来の指標とを比較評価し、本研究の目的

である診断基準に組み入れるための前検討

を行った。 

 

B. 研究方法 

まず、特徴となる Guttae の定量的な評価

を試みた。まず、NIDEK 社 CEM-530 をもちい

て角膜中央部および傍中心領域（視角5度）

の 9 か所のスペキュラー像を取得し、我々

の教室で開発した画像処理プログラムを用

いて正常ない人 Guttae を区別したうえで、

内皮面積に対するGuttae面積の割合を客観

的に算出することに成功した。これを用い、

大阪大学医学部眼科を受診したFECDのうち 

「選択基準」 

① 細隙灯検査にて明らかな角膜浮腫を認め

ない FECD 症例 

② 角膜中央部に Guttae を有する症例 

③ 偽 水 晶 体 眼 ま た は 水 晶 体 硬 化 度

Emery-Little 分類 1 

「除外基準」 

① 角膜浮腫のため正確な内皮測定が困難な

症例 

② 角膜および眼底にFECD以外の疾患を有す

る症例 

をもちいて選出した FECD8 例 12眼を選択し

た。これらの患者に対し、「視機能の指標」

として 

① 矯正視力（logMAR 視力） 

② 文字コントラスト感度 

③ Straylight 値（眼内前方散乱の指標） 

を測定した。Straylight 値は OCULUS 社

C-Quant を用いて測定した。 

そして「視機能にに影響を与えると予想

される因子」として 

① Guttae 面積割合 

② 中心角膜厚   

③ 眼球高次収差（RMS, 4 ㎜径） 

を測定し、各視機能パラメータへの影響を

統計学的に検討した。 

（倫理面への配慮） 

すべての研究はヘルシンキ宣言の趣旨を尊

重し、関連する法令や指針を遵守し、各施

設の倫理審査委員会の承認を得たうえで行

うこととする。また個人情報の漏洩防止、

患者への研究参加への説明と同意の取得を

徹底する。 

 

C. 研究結果 

先ず、開発した画像処理プログラムによ

り問題なくGuttaeの面積の割合は定量化さ

れた。そしてこの面積の増加は有意に視機

能の各パラメーターを悪化させた。 

 

D. 考按 

明らかな角膜浮腫が無く、比較的視力の

保たれた軽症 FECD 眼において、Guttae の増

加は視機能低下と有意な相関を認めた。こ

れにはGuttaeの増加による角膜後面の混濁
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や不整が前方散乱を増加させ、視機能低下

に関与している可能性がある。 

 

E. 結論 

軽症 FECD 眼における視機能低下には

Guttae 由来の前方散乱が関与している可能

性が示唆された。これより Guttae 面積、前

方散乱の定量化は軽症FECD眼における治療

適応の判断に有用と考えられ、診断基準や

重症度分類に取り入れるべきであると考え

られた。 

 

F. 健康危険情報 

なし 
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1. 論文発表 

なし 

2. 学会発表 

Shinya Watanabe, Yoshinori Oie, 
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